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研究成果概要 

 2022年度末に、GEANT3ベースのシミュレーションにGEANT4のGdシミュレーションを実装したSK

-VI検出器シミュレーションが作成された。これを元に、チェレンコフ光量から粒子の運動量へ変

換するためのテーブルが作られた。SK-V（純水）の時のテーブルと比較すると、高い運動量のミ

ューオンの場合に2 %程度系統的に光量が少なくなっていることが見つかった（図１）。最初は新

しくつけ加えたGEAN4によるGdのシミュレーションによる影響を疑ったのだが、Gd濃度を限りなく

０に近づけてみても同じ現象が見られた。下向きにタンク中心を突き抜ける高エネルギーのミュ

ーオンを作って光量の分布を比較したところ、ミューオンの軌跡の前半部分の光量はSK-VとSK-V

Iでほぼ一致しているものの、後半部分ではSK-VIが徐々に少なくなっていることがわかった。こ

れはミューオンが水中で落としていくエネルギー、dE/dxが異なるためと推測され、実際コードを

調べてみると、SK-VIではGdを含んだ物質で水を定義しているため、正しく水のdE/dxのルーチン

を通っていないことが確認された。Gd水でも正しくdE/dxが計算できるようにルーチンを直した結

果、光量から運動量に変換するテーブルはSK-Vとほぼ一致するようになった（図２）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ SK-VとSK-VIのミューオンの光量の比較。緑は全光量、赤は透過率等を補正した光量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 dE/dxのバグを修正後の光量の比較。緑は全光量、赤は透過率等を補正した光量 
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